
傷lJ紙 3)
保育±試験出題範囲の改正案

保育士試験出題命L囲

保育原理

第 1 出題の基本方針

保育の意拳及び保育の内容や方法について体系的にJ!解 しているかを問うこと
を基本とする。                    、

問題選択に当たっては、働t育所保育指針の内容や児童の保育と保護者支援を1世

ラ保育上の役害1と 責務について、また、保育相談‡援や地l或子育て支援等
｀
を含む

保育の制1会的意義など、レt育 をi巡 る現代的言,t題 に関しても配慮が必要である。
第 2 日1題範囲1

1 保育の意1曳                      ・

(1)保育のり:1念 と概念                       、

(2)坦童の最善の利益を考慮した保育

(3)保護者との協働

(4)保 育のたL会的意義

(5)保育所保育と家庭的保育            1
(6)保育所保育指タトの11度的位置づけ
2 保育所保育指1:にぉける保育の九基本

(1)養護と教育の一体性

(2)環境を通 して行う保育

(3)発達過程に応じた保育

(́4)保護者との緊密な連1りち

(5)倫理観に裏作l・ けられた保育士の専Pll」 i

3 保育の日標と方法

(1)現在を最もよく生き、望ましぃ未来をうくりだす力の庭硼を,音 う
(2)生活と遊びを通して総合的に行う保育
(3)保育における1闘 と集団べの配慮

(4)計画・実践・記録・評価の運動

4 保育の思想と歴史的変遷

(1)諸外国の保育の思想と歴史

(2)日 本の保育の思想 と歴史

5 保育の現状と課題

(1)諸外国の保育の現状と課ぼ

(2)日 本の保育の現状 と課題

第 3 出題上の留意点

1 保育所佐育指針の内容と保育の実際 との関連を重視した出題が望ましい。
2 保育士の役害1や倫理、専門性等について理解 しているかという点にっぃても出
題 し、その場合には具体的事例を設定 して問 う等工夫が必要である。

3 保育相談支援の内容等について理解 しているかという点についても出題 し、そ
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の場合には保育相談支援の意義と原則について具体的事例を設定して間う等工夫

が必要である。

4 教育原響、児壼家庭福祉、社会福祉、社会的養護の出題と十分関連をとつて出

題するt

教育原理 ,

第 1 出題の基本方針      |  ―

教育に関する基本的概念、教育における実践原理を体系的に理解しているかを

‖lう ことを基本とする。

問題選択に当たっては、教育の思想や鮨J度 について、また、児童福祉等との関

連性や教育を巡る現代的課題に関して1)配慮が必要である。

第2 出題範囲1             ・

1 教育の意義、目的及び児並福祉等との関連性

(1)教育の意義

(2)教育の目的

(3)教育と児童福布Lの 関連性

(4)人間形成と家庭・地j或・社会等との関連性

2 教育の思想と歴史的変遷

(1)諸外国の教育思想と歴史

(2)日 本の教育思想と歴史

(3)児童観と教育観の変遷

3.教育の制度

(1)教育制度の基礎

(2)教育法規・教育行政の基礎

` (3)諸 外国の教育制度

4 教育の実践                   ｀

、 (1)教育実践の基礎理論―内容、方法、計画と評価一          :
(2)教育実践の多様な取 り組み

5 生涯学習社会における教育の現状と課題

(1)生涯学習社会と教育

(2)現代の教育課題

第3 出題上の留意事項

1 教育と保育の実際との関連を重視した出題が望ましい。

2 保育原理、児童家庭福祉、社会的養護の出題と十分関連をとつて出題する。

児童家庭福祉

第 1 出題の基本方針

現代社会における児童家庭福ねたの意義と役割について体系的に理解しているか

を問 うことを基本とする。

問題選択に当たつては、児童家庭福祉の理念 口制度め体系を概括的に理解して

いるかという点のほか、児童及び家庭をとりまく状況や児童家庭福祉の実際につ

いて、また、保育との関連性や児童家庭福祉を巡る現代的課題に開しても配慮が

必要である。
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第 2 出題範囲

1 現代社会における児童家庭福祉の意義と歴史的変選          ｀

(1)｀ 児童家庭福祉の理念と概念 :

(2)児童家庭福祉の歴史的変遷

(3)現代社会 と児童家庭福祉

2 児童家庭福ねLと 保育

(1)児童家庭福和11の一分野としての保育

(2)児童の人権擁護と児1起家庭福祉
3 児童家庭福祉の1刊 度と実施体系

(1)児童家庭福社の制度と法体系  ′

(2)児童家庭福ねた行財政と実施機関

(3)児童福和L施設等           
｀

(4)児童家庭福れLの 専P]‖t。 実施者          
｀

4 児童家庭福れLの現状と言オ:題

(1)少子化と子育て支援サービス

(2)母子保健 と児童の健全育成

(3)多様な保育ニーズヘの対応

(4)児 1れ量待防 IL・ ドメスティックノ`イオ L/ン ス

(5)社会山勺ftil                                          ,

(6)障がいのある児童への対応

(7)少年非行等への対応

5 児童家庭7111ti綺たの動向と展望

(1)次 |■代育成支援と児童家庭福れたの推進

(2)保育・教育・療育・保健・医療等との連lJち とネットヮーク
(3)諸外134の lJiJJ向

第3 出題 上の留意111項

1 児市の人権擁護や児Jl家庭福祉に係る今日的ilt題 午卜について理解 しているかと'い う点||つ いて 1)出題 し、その場合に|す 具体的可I例 を設定して問う等工夫が必要
である。

21呉童家庭福れLの歴史的変遷の部分からは、歴史的にあまり古いものや現在の1謝

度体系と関連のないものは出題 しない。              '
3 保育原理、社会福れた、社会的養護の出題及び保育相談支援の内容と十分関連を
とって出題する。

社会福祉                            ∵

第 1 出題の基本方針

社会福祉全般に開して、その理念体系をJ:解 しているかを問うことを基本とす
る。

問題選択に当たっては、社会福祉の理念・制度の体系を概括的に理解 している
かという点のほか、その背景となっている社会の動向、社会保障等の関連11度 の
概要、利用者の保護にかかわる仕組みや相談援助等について、また、児童家庭福
れLと の関連性や社会福祉を巡る現代的課題に関しても配慮が必=要 である。

第2 出題範囲
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1 現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷

(1)社会福祉の理念と概念

(2)社会福社の歴史的変遷

2 社会福祉と児童家庭福祉

(1)社会福祉の一分野としての児童家庭福なL                
｀

(2)児童の人1在擁護と社会福祉

(3)家庭支援と社会福IL

3 社会福わ上の11度 と実施体系                     ′

´(1)社会福ね上の制度と法体系                   ・

(2)たL会福祉行財政と実施機関

|(3)社 会福ね1施設等

(4)社会福れ上の専Fl職・実施者

(5)社会保障及び関連市1度の概要

4 社会福ね上における相談援助

(1)相談援助の意義と原則

(2)相談援助の方法と技術

5 社会福祉における利用者の保護にかかわる仕湘lみ

(1)情報提供と第二者静r価

(2)利用者の権利擁護と苦情解決

6 社会福祉の動向と課題                  ‐     .
(1)少子高齢化社会への対応

(2)在宅福祉・地域福祉の推進     ^
(3)保育・教育・療育・保健 。医療等との連携とネットワーク       '
(4)諸外国のrJJ向

第 3 出題上の留意事項         '
1 社会福ね上の法律や手続き、歴史的変遷の部分からは、歴史的にあまり古いもの

や現在の1謝度体系と関連のないものは出題しない。

2 社会福祉に係る相談援助の内容等にういて理解 しているかという点についても

出題 し́、その場合には相談援助の意義と原則について具体的T4F例 を設定して問 う

等工夫が必要である。

3 保育原理、児童家庭福祉、社会的養護の出題と十分関連をとって出題する。

社会的養護                    `
第 1 出題の基本方針

現代社会における社会的養護の意義と役害1について体系的に理解しているかを

問 うことを基本とする。

問題選択に当たうては、社会的養護の理念・制度の体系を概括的に理解してい

るかという点のほか、児童及び社会的養護をとりまく状況や家庭的養護、,施設養

護の援助の実際について、また、保育との関連性や社会的養護を巡る現代的課題

に関しても配態が必要である。

第 2 出題範囲                        ′

1 現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷

(1)社会的養護の理念と概念
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(2)社会的養護の歴史的変遷                ′

2 ′社会的養護 と児童家庭福祉

(1)児 1置家庭福者上の一分野としての社会的養護

(2)児童の1権利擁護と社会的養護

3 社会的養護の制度と実施体系

(1)社会的養護の1刊度 と法体系

(2),社会的養護の仕組みと実施体系

(3)家庭的養護と施設養護

(4)社会的養護の専門職・実施者          ′

4 施設養護の実際

(1)施設養護め施本原理

(2)施設養護の実際一日常生活支援、治療的支援、自己実現 。自立支援等―

(3)施設養護 とソこシャルワーク

5 たL会的養護の現状と課題              、

(1)施設等の運営管理!  :
(2)倫理11の Fill:立

(3)彼措に:児 童等の虐待防 IL

(4)‖二会的養護と1也J或福桁L

第3 出題上の招意事J頁

! `L会福 ILの法律や手続き、歴史的変l墾 の部分からは、1歪 史的にあまり11い もの
や現在の制度体系と関連のないものは出題 しない:

2 保育原11、 児11家庭福れたt‖1会福れたの出題と十分関連をとっそ出題する。

保育の心瑚!学

第 1 出題の基本方夕|

保育実践にかかわる心J:[学 の知識や発達の共木原理について体系的に■1解 して
いるかを1間 うことをり甚,4く とづ

―
る。

閾1題選択に当たっては、子ど1)の 発達呻程にぉける心」!や発達の特徴をJJ!解t
ているかとい う点のほか、生活と遊びを通して学ぶ子どもの経験や学習のi過程に
ついて、また、保育における発達援助や子どもの発達を巡る現代的課題に関して
も配慮が必要である。

第 2 出題範囲

1 保育と心理学

(1)子 どもの発達を理解することの意義

(2)保育実践の評価と心理学

(3)発達観、子ども観と保育観

2 子どもの発達理解  ‐

(1)子 どもの発達と環境

.(2)感情の発達と自我

(3)身体的機能と運動機能の発達

(4)知覚と認知の発達

(5)言葉の発達と社会性

3 人との相互的かかわりと子どもの発達
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(1)基本的信頼感の獲得                   ^
(2)他者 とのかかわり

(3)社会的相互作用

4 生涯発達と初期経験の重要性      、

(1)生涯J6達 と発達援助

(2)胎児期及び新生児期の発達

(3)子L幼児期の発達  :

(4)学並j朝 から青年期の発達

(5)成人期、老年期lの発達

5 子 どもの発達と保育実践

(1)子 ども理解における発達の把握

(2)個人差や発達過程に応じた保育

(3)身体感覚を伴う多様な経験と環境との相互作用

(4)環境としての保育者と子どもの発達

(5)子 ども相互のかかわりと関係作り

(6)自 己主張と自己統制

_(7)子 ども集団と保育の環境

6 生活や遊びを通した学びのi凸 程    ‐

(1)子 どもの生活と学び

(2)子 どもの遊びと学び

(3)生涯にわたる生きる力の基礎を培う

、7 保育における発達援助

(1)基本的生活習慣の獲得と発達援助

(2)自 己の主体性の形成と発達1援助

(3)発達課題に応じたかかわりと援助

(4)発達の連続性と就学への支援 t

(3)発達援助における協働

(6)現代社会における子どものうと達と保育の課題
・       1

第 3 出題上の留意事項

1 児童の発達i凸程及び発達の特性について正しく理解 し、保育 (養護 と教育)と

の関連においてIE握することを主眼として出題する。

2 児壷の発達課題や初期経験の重要性等、保育の実際において役立つような知識

についても問わなければならない。

3 保育原理、児童家庭福祉、児童の保健の出題と十分関連をとつて出題する。

子どもの保健        |
第 1 出題の基本方針

児童の心身の健康と安全に係る基本的知識と保育実践に係る児童の疾病とその

予防及び事故防止と安全管理等についての理解を問うことを基本とする。

問題選択に当たつては、児童の健康増進を図る保健活動の意義や保育における

環境及び術生管理並びに安全管理について理解しでいるかという点のほか、児童

の身体面のみならず心の健康についての理解や母子保健対策、他職種との連携等

に関しても配慮が必要である。
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第 2 出題範囲

1 子 どもの健康と保健の意義

(1)生命の保持 と情緒の安定に係る保健活動の意義 と目的
(2)健康の概念 :と 健康指標      ・

(3)地域おける保健活動と児童虐待防止

2 子 どもの発育 。発達 と保健 、

(1)生 4勿 としてのヒトの成 り立ち

(2)身体発育 と保健           .
(3)生理機能の発達と保健:                   ｀

ァ(4)運動機能の発達と保健

(5)精神機能のJb達 と保17Jl_r   
｀

3 子どもの疾病と保育

(1)子 どもの健康状態の把握と主な疾病の特徴

(2)子 どもの疾病の予防と適切な対応          .
4 子どもの精神保健

(1)子 どもの生活環境と精神保健

(2)子 どもの心の健康とその課題 .

5 環境及び術生管劇!並 びに安全管劇!

(1)保育環境 1瞥備と保拠

(2)保育現場における術生省:,」
!

(3)保育現場におけるJT故防止及び安全対策並びに危機管り:艦
6 健‖モ及び安全の実施体制

(1)用t員 間の連|′ちと剰ltttttl収湘l

(2)母子保健対策と保育

(3)家庭・専P電機関・地j或 とのJ:りt

7 保健活動の計口1及 び評価

(1)保健計画の作成と活用

(2)保健活動の記rt・llcと 自己静「佃i

(3)子 どもの保他に係る個別対応と子ども集口]企体の健‖こと安全・術生1事理l

第 3 出題上め留意事項  |
1 児童の疾病や事故等の予防や適切な対応ついて、保育の実際において起こりう
る可f項に関して出題することが望ましい。

2 二人一人の児童の保健とともに、集団の場における保健的対応や対策について
も問わなければならない。 .

3 保育の心理学、児童の食と栄養の出題と十分関連をとって出題する。

子どもの食と栄養

第 1 出題の基本方針

児童の食生活ゃ栄養に関する基本的力1識 と保育実践に係る食育あ基本と内容に
ついての理解を問うことを基本とする。

問題選択に当たちては、児童の健康な生活の
.基

本としての食生活の意義や栄養
の基本的概念や調理の基本、年齢や発達過程における食生活について理解してい
るかという点のほか、食に係る特別な配慮を有する児童への対応や食を通した保
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護者への支援、現代社会における食生活の課題に関しても配慮が必要である。

第 2 出題範囲

1 ｀
子どもの健‖こと食生活の意義

(1)子 どもの心身の健康と食生活

(2)子 どもの食生活の現状と課題 |

2 栄養に関する基本的知識

(1)栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能
'  (2)食

事摂取基準と献立作成・調理の基本

3 子どもの多6育・発達と食生活

(1)乳児期の授乳・離乳の意義と食生活

(12)幼児期の心身の発達と食生活

(3)学童期の心身の発達と食生活

(4)生:涯発達と食生活

4 食育の基本 と内容

1  (ヽ1)食育における養護 と教育の二体性

(2)食育の内容と計画及び評価

(3)食育のための環境

(4)地域のB5係機関や鼎t員間の連携         、

(5)食生活指導及び食を通した保護者人の支援

5 家庭や児童福祉施設における食事と栄養

(1)家庭における食事と栄養

(2)児童福祉施設施設における食事と栄養            
‐      `

6 4寺別な配慮を要する子どもの食と栄養

(1)疾病及び体調不良の子どもへの対応

(2)食物アレルギァのある子どもへの対応

(3)障がいのある子どもべの対応

第3 出題上の留意lT項                          ヽ

1 児童の食と栄養に関する適切な対応づいて、保育の実際において必要な事項に

関して出題することが望ましい。

2 児童の保健の出題 と十分関連をとつて出題する。

保育実習 (保育実習理論及び保育実習寒技)

第 1 出題の基本方針

保育に関する教科全体の知識・:技術を基礎とし、子どもの保育及び保護者への

支援について総合的に理解し、実践する応用力を問うことを基本とする。
′   保育実習理論については、保育所t児童福祉施設の役割や機能について、また、

保育士の職業倫理について具体的に理解 しているかという点のほか、保育実践に

係る計画 (保育課程・指導計画)と 実践 (保育内容)及びその評価や児童福祉施

設における児童の生活と援助活 JJi」 に関しても配慮が必要である。

第2 出題範囲                               ′ ヽ

A 保育実習理論                  、

1 保育所保育

(1)保育所の役割と機能
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(2)保育課程 と指導計画

(3)保育の内容        
‐             |

①養護にがかわる保育の内容                  '
②教育にかかわる保育の内容

~

(4)記録 と自己評価

(5)保育士の役割と‖t業倫理

2 児童福ね1施設 (保育所以外)

(1)施設の役割と機能

(2)児童の生活の実際

(3)支援計画の作成と実践

(4)記録 と自ュ言平伸i              、

(5)保育士の役害1と ‖t業倫理

13 保育実習実技

1 音楽表現に関する技術

課題に対する器楽・声楽等

2 造形表現に関する技術

言,t題に対する絵画。制作等               ,
3 言語表現に関する技術

課題に対する言葉に限lす る遊びや表現等
第3 出題上の留意事項

l 保育に関する如1訓t、 技御iや受験者?思考力や仰l意 工夫が総合的に把握されやす
い内容を選択する。     |    ,

2 児童の保育の実際において、必要度及び活

'11度

の「5ぃ内容を」]視する。
3 児童の遊びを豊かに展り‖するための技術とその応用力についても考慮する。、
4_保育実習実技の受 i体者が多い場合、多人数が同 一条件の 1)と に受験 をきる J〔 う
西己1置づ

~る
。
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